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【問１】次のように市場の逆需要関数が与えられている場合について答えなさい。

　　　　　　　　　　P=－０.５Q＋５

（A） 価格が２.５であるときの、この市場の需要量を求め、この点における需要の価格弾力性を求めなさい。

（B） いま、独占企業がこの市場に供給していると仮定しよう。この企業の総費用関数が次のように与えられているとき、限界費用関数、平均費用関数、平均可変費用関数を求めなさい。

　　　　　　　　　　TC（Q）＝（Q－１）２＋２

（C） この企業の最適生産量を求め、この生産量に対する市場での独占価格を求めなさい。

（D） （C）の独占企業の生産決定について、グラフを描きなさい。

（E） （C）でもとめた独占企業の価格と生産量に基づく市場での取引について、消費者余剰、生産者余剰を求めなさい。

（F） 仮に、この市場が競争的に生産された場合に市場均衡となる均衡価格、均衡数量を求めなさい。

（G） 独占企業がもたらす死荷重を計算しなさい。
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